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抗菌薬の使い方
敵はコロナだけにあらず！  
今こそ基本に立ち返る

　感染症は臓器横断的疾患であり，内科のみならず他の領域でも必ず遭遇する疾患で
ある．感染症診療は，丁寧な問診や全身の診察で感染巣を突き止め，原因微生物を突
き止め，最適な抗菌薬を投与し，その効果を判断する…という地道な作業の繰り返し
である，という考え方が 21世紀最初の 20年でようやく浸透しつつあると感じていた
が，2020年からの新型コロナウイルス感染症のパンデミックに伴って状況は一変し，
「発熱患者の診察は短時間で患者との長い会話は交わさず，できるだけ接触しないで
行う」という，感染症診療の基本姿勢とは真逆のことが要求される事態となった．
　人間が罹患する疾患は新型コロナウイルス感染症だけではないはずだが，新型コロ
ナウイルスのPCRの結果のみが重要視され，「PCRが陰性であることは確認済」等々，
その後の思考停止の言い訳・免罪符のように使われる場面もしばしば見受けられる．
結果として不必要な抗菌薬の処方や広域スペクトラム抗菌薬の処方が増加すること，
薬剤耐性菌が増加することなどが懸念されている．これはある意味新型コロナウイル
ス感染症にわれわれが翻弄されている結果とも言える．
　新型コロナウイルスは小さなカプセルに納まった遺伝子にすぎないはずだが，まる
でわれわれを嘲笑う，意志がある生物であるようにさえ思える．何とか科学的かつ理
知的に立ち向かい，新型コロナウイルスの思う壺にならないようにしたいところであ
る．
　本特集の各項目を執筆していただいた先生方は，実際に何らかの形で新型コロナウ
イルス感染症に対応されていたり，あるいは新型コロナウイルス以外の感染症につい
ての対応を止めずに進める仕事を担われている．ご多忙な中とは承知しつつ，抗菌薬
についてのオーバービューと使用に欠かせない薬理学的知識を整理していただいたの
ち，原因微生物，抗菌薬，そして感染症診断・治療という 3つの要素について解説し
ていただいた．
　また，ここ数年の新しい情報のほか，新型コロナ感染症出現後の感染症診療で変化
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があった点やジレンマについても触れていただいている．あえて古典的な章立てとし
ているのにも，新型コロナウイルスの存在下でも冷静を保ちたいという意図がある．
この特集が改めて感染症診療や抗菌薬使用の基本姿勢を取り戻し維持するきっかけに
なれば幸いである．
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